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六
四

城
下
町
の
人
口
構
成

　
　
　
　
　
　
…
f
彦
根
藩
の
歴
史
地
理
的
概
究

王
一

矢

守
・

一

彦

露
　
近
世
愚
母
社
会
の
成
熟
は
、
領
主
経
済
に
大
な
る
発
雷
権
を
も
つ
に
至
る

と
は
い
え
、
城
下
町
は
つ
い
に
武
士
階
級
の
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
城
下
町

こ
そ
は
封
建
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
そ
の
ま
ま
に
、
地
表
景
観
に
顕
現
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
た
。
さ
れ
ば
地
理
学
の
側
か
ら
も
先
学
の
卓
れ
た
攻
究
多
く
、

既
に
私
の
間
然
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
現
在
に
選
構
を
と
ど
め
る

最
も
典
型
的
な
城
下
町
i
彦
根
を
採
り
あ
げ
る
に
際
し
て
も
、
そ
の
地
理
的

位
羅
・
都
市
計
画
な
ど
に
つ
い
て
は
敢
て
ふ
れ
る
こ
と
を
し
な
い
。
い
ま
入
口

構
成
と
居
住
区
に
焦
点
を
限
る
の
は
、
必
ず
し
も
豊
か
で
あ
る
と
は
い
い
難
い

こ
の
方
颪
［
の
研
究
に
、
　
一
資
「
料
を
供
し
5
れ
ば
と
ね
が
う
か
ら
で
あ
る
。
な
お

視
野
の
狭
小
は
薇
い
難
い
が
、
こ
こ
に
選
ん
だ
調
査
事
項
は
他
日
、
城
下
町
一

般
に
問
題
を
展
開
す
る
際
そ
の
分
析
指
標
と
な
る
至
論
見
で
あ
る
。

1

武
家
屋
敷
と
武
家
人
潟

　
　
　
　
　
　
　
①

　
a
i
f
　
第
／
裏
は
士
分
以
上
の
人
口
を
示
す
。
も
と
よ
り
武
家
屋
敷
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

口
ほ
武
士
の
み
に
よ
っ
て
総
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
七
〇
〇
余
人
を
包
含

〔第　1表〕

1000

石以上

300

石以上

　o’e

石以上

計

幻
慶
長
群
書

情
感
曇
九
生

＊2

応

年

29

67

1tgo”

5961－Si，iE

439

昭
元
禄
八
年
譲
馨
拙
警
濫
で

饗
化
三
年
遇
お
蝦

冨
治
元
年
一
計
・
8
麗

53847荏

　
⑤
ラ
ス
で
は
勇
二
・
○
入
、
女
二
・
九
人
と
な
り
、
そ
の
下
男
下
女
の
数
は
、

九
組
の
総
計
で
夫
≧
一
三
人
と
八
二
人
を
算
え
る
に
と
ど
ま
り
、

す
る
家
老
屋
敷
を
筆
頭

に
、
以
下
禄
高
の
く
だ

　
　
　
　
　
③

る
に
相
応
し
て
同
一
屋

敷
内
の
人
口
は
減
少
し
、

　
　
　
　
①

歩
狩
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、

ご
戸
平
均
勇
二
・
一
人
、

女
二
。
0
人
、
下
男
○
・
．

三
人
、
下
女
○
・
五
人

と
な
る
。
更
に
足
軽
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
こ
れ
ら
奉
公
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人
を
使
曝
し
て
い
る
の
は
、
コ
、
三
の
例
外
の
ほ
か
各
是
非
組
の
手
代
に
眼
ら

れ
る
。
こ
れ
を
第
－
表
家
隠
と
同
年
代
に
つ
い
て
検
す
る
と
き
、
左
の
赦
字
を

　
　
　
　
　
　
＠
　
　
）
　
）

得
る
、
、
（
箆
2
表
）
A
・
3
項
に
愛
し
て
二
一
〇
〇
入
に
対
す
る
女
の
比
率
一

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

二
一
入
、
当
主
一
〇
〇
に
対
す
る
爾
余
の
指
数
は
四
三
七
で
あ
る
．
、

　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
；
…
一
　
　
以
上
に
よ
り
武
家
人
口
の
構
成
内
容
を

〔第 2　表〕

1当主k・繊灘細そ・鎌菅ヒ

～・）平競i58・婆1講365屡鋤8・

⑥徒面上國謝 i

購之翻倒3614｝羅

1　24v．4

1um8306

計 1・鯉講
’j

1］．4914
　’

し
っ
た
。
こ
れ
を
回
方
人
口
と
対
比
す
る

に
、
元
禄
八
年
、
彦
根
城
下
町
の
入
口
は

土窯

ﾐ
レ
七
五
（
）
を
A
価
め
一
」
一
瓢
照
照
○
○
○
、
　
う

ち
藩
士
一
九
〇
〇
〇
、
町
方
一
五
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
⑦

と
の
概
数
を
う
る
。
爾
者
の
比
五
割
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
四
割
五
分
、
城
下
町
．
一
般
に
く
ら
べ
武

士
入
口
が
絹
≧
大
で
あ
る
。
明
治
元
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

お
い
て
は
武
家
入
瓜
ご
一
二
〇
二
人
、
城

下
町
人
＝
諜
一
六
三
入
で
ほ
ぼ
同
率
で
あ

⑩る
。　
b
一
…
　
再
び
家
族
構
成
を
検
討
し
よ

　
　
　
　
⑪

う
、
、
第
3
蓑
に
四
例
を
挙
げ
た
の
は
、
後

述
藩
士
の
石
高
別
居
住
区
と
の
関
連
づ
け

を
企
縦
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
一
家
族
の
平
均
人
数
お
よ
び
3
／
A
が
、
概
ね
上

　
　
　
城
下
町
の
入
欝
畿
…
成
（
矢
守
）

〔第 3　表〕

…CβA

直細簗黒道鋼劉塵回

訓1擁晦
4．2

3．7

2．8

O．3

0．5

O．3

0．2

1　・・4睡・・

841．8；一li

169．7

1　i．t　1　．9

2tl．O

ユ75．5坪

tk5．9

tl・5．8

17．9

〔1家平均〕

戦
騰
丁
了
a

ま
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ウ
ホ

曲
戸
蹄
軽

内
江
御
階

に
高
く
、
下
に
低
い
こ
と
の
説
絹
は
、

c
購
と
第
6
裏
を
以
て
し
て
恐
ら
く
十

分
で
あ
る
．
．
つ
い
で
に
婚
姻
関
係
を
一

夕
す
る
に
、
封
建
制
下
、
僅
少
の
除
外

例
を
も
つ
て
同
藩
内
ほ
ぼ
同
等
家
格
聞

の
交
り
で
あ
る
．
、
例
え
ば
外
馬
蝪
町
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

主
の
妻
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
き
、
妻

、
の
実
家
の
禄
高
の
方
が
当
主
よ
り
も
高

　
い
も
の
コ
八
％
、
闇
等
五
七
％
、
低
い

も
の
一
四
％
で
あ
る
。

　
ま
た
彼
等
は
、
幾
世
代
か
に
わ
た
る

藩
主
と
の
錯
書
酌
主
従
閣
係
を
重
ね
て
、

明
治
維
新
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
第
4

＠
袈
に
お
い
て
当
然
上
は
古
く
、
下
は
若
い
数
値
を
示
す
。

　
C
－
　
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
家
甑
団
の
出
身
国
を
た
ず
ね
る
。
　
「
彦
根
市
輿
」

稿
本
第
や
冊
に
「
部
下
の
侍
は
甲
州
武
田
氏
の
旧
臣
等
七
四
人
、
隣
東
牢
入
四

三
人
を
徳
川
家
康
よ
り
預
け
ら
れ
た
る
を
主
ヵ
と
し
」
云
々
と
あ
り
、
所
収
の

木
俣
文
書
に
は
「
甲
州
四
手
衆
五
一
、
駿
河
侍
四
三
、
遠
江
一
五
、
山
城
九
、

上
野
五
、
河
内
四
、
小
田
原
北
条
の
遺
賑
・
＝
ご
凋
・
近
江
各
三
、
越
前
・
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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現当主の代

四
代
以
下

五
代
以
上

一
〇
代
以
上

憲劇輪
壷
合

政9

弘四型）

化督後

　
t
　薫ご（
　刀q＿一

～八1八
　
i

　：

長2
以巴

慶（元

三食
～山

正西

　七

優

安。禄⊃

義交娩

一Liｵ　〇
　　　L．r

i元

前回）臨）誕

初
代
勤
仕
の
時
代

計

（
藩
士
）

五
〇
石
以
上

三
〇
〇
石
以
上

野
。
露
難
璽
」
と
み
え
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
こ
れ
を
頁
享
年
代
に

鯨
蝋
讐
蝦
藻
ば
警

脇
…
痴
　
近
江
が
・
平
±
以
去

鰯
…
2
総
計
に
お
い
て
三
％
を

脇
3
・
H
過
占
め
る
の
雨
樋
に
薯

脇
・
澱
節
四
し
う
る
。
一
語
國
の

細
雪
K
盟
悟
妻
入
分
チ
テ
当
國
佐
々

蹴
錫
娼
給
扮
木
浅
蒙
の
岳
人
、
歌

語
三
三
ハ
佐
和
岩
田
釜
浪
人

輪
町
町
町
組
長
数
多
此
辺
之
郷
中
叉
ハ

粟
島
軽
．
寧
嚢
あ
・
し
が
御

内
毘
江
御
足
　
　
代
治
り
候
蒲
以
後
当
所
江

95

Q0

Q0

刄
ｿ
o
お
卿
鏑
3
ρ
”
％
％
％
器

　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

％
蜘
㎜
黙
認
邸
蛇
田
認
％
㎞
認
解
剖

％
蘭
舘
駈
適
温
鳳
2
0
鼠
ρ
旦
。
盆
D
o
N

　
　
ユ
　
　
一
　
　
ユ
　
　
一

2．，g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

忍
出
（
略
）
言
書
出
御
藤
下
拝
頒
し
て
待
と
な
る
も
あ
り
、
又
は
小
役
人
足
軽

杯
に
出
る
も
有
り
、
塞
外
郷
中
に
震
止
り
百
姓
共
な
り
、
町
人
と
成
テ
当
所
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

而
鞄
捌
拝
領
し
た
る
も
触
る
由
」
t
平
良
以
下
で
は
更
に
そ
の
率
は
増
大
す

る
筈
で
あ
る
㊤
第
二
位
～
第
六
位
の
国
は
、
い
ず
れ
竜
井
傍
氏
の
鐵
身
塊
・
摺

封
地
な
ら
び
に
そ
の
四
囲
の
騒
で
あ
り
、
下
野
・
武
蔵
の
一
部
は
彦
根
藩
の
領

麿
で
あ
る
。
武
役
席
（
三
〇
〇
石
以
上
）
で
は
、
遠
江
・
三
河
。
上
野
・
限
斐
・

駿
河
の
五
州
で
そ
の
六
六
・
四
％
を
占
め
、
　
一
〇
〇
〇
石
以
上
に
な
る
と
殆
ど

右
五
ケ
国
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
る
。

　
d
ー
ー
武
家
屋
敷
が
町
麗
地
区
と
峻
励
さ
れ
た
こ
と
は
夙
く
説
か
れ
た
が
、

そ
の
内
部
に
お
い
て
も
身
分
階
晒
の
秩
序
を
遺
憾
な
く
表
現
し
て
い
る
。
第
6

⑭表
は
即
ち
溺
れ
。
例
え
ば
内
曲
輪
の
住
者
は
そ
の
七
四
％
が
一
〇
〇
〇
石
以
上

の
家
躍
で
あ
り
、
殊
に
三
〇
〇
〇
石
以
上
の
考
は
例
外
な
く
こ
の
地
区
に
居
住

す
る
。
右
表
は
平
均
値
で
あ
り
、
平
均
ぽ
特
殊
例
を
隠
蔽
す
る
一
元
文
～
寛

　
　
　
　
　
　
　
⑰

延
前
後
の
事
笑
は
図
の
如
く
で
あ
っ
た
。

1
　
　
9
　
　
4
　
　
4
∴
　
4
幽
　
9
　
　
9

乞
　
L
　
　
　
　
　
　
α
　
α

％
測
器
幻2．1i　1．
1。8！曾

王．81。

aρ

唐
Q
0
0
0
　
0
　
0
　
　
0

O　i　1．2

1．OI　O．9

江
野
斐
江
河
河
野
前
館
城
摸
濃
濃
賀
内
陸
張
軽
罪
後
和

近
上
甲
七
三
穿
下
越
武
肉
相
美
信
伊
河
常
規
伊
陸
越
大

　
e
一
　
城
下
町
の
拡
大
下
種
に
関
し
、
こ

れ
が
説
明
の
た
め
別
に
一
図
を
作
製
す
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

資
料
来
だ
し
で
あ
る
。
第
7
表
を
も
つ
て
此
れ

に
か
え
る
。
元
和
末
年
ま
で
に
主
要
武
家
量

　
　
　
⑭

敷
。
内
昌
々
屋
の
設
定
を
ほ
ぼ
了
え
る
と
共
に
、
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（
矢
等
）

六
八

〔策　6　表〕

そ
の
他
の
厳
持
入

徒
　
　
　

歩

X
X
×
　
　
X
　
　
△

×
　
×
　
　
　
X

×
△

×

zeli，

×
　
　
　
×

　
　
　
　
×
△
×
△

△
鹿
×
△
×
○
血

騎
馬
歩
行
田

．
中

五
〇
石
以
上

小

姓

一
〇
〇
石
以
上

三
〇
〇
石
以
上

五
〇
〇
石
以
上

一
〇
〇
〇
石
以
上

×
　
　
ム

×
△

×

△

×

一〇p

LA，．

×
△
×
急
×
△
×
企

　
　
　
　
だ

△
△
△
△
　
　
△
　
　
愈
△
△
△ ×

△
恋
△
癒
○
△
○
△
．

　
△
△
　
　
△
　
　
　
×
×

　
　
△
○
△
△
△
×
○

△
㈱
○
○
○
「
働
○
劔
△
○
鯉
口
囎
○
愚
麟
㈱
翻
×
働
0
鋤
×
△
△
　
　
△
△
×
△

×
爾
△
△
△
△
△
△
X
　
　
ム
　
　
ム

△

×

×

△
△
×
×

△
　
　
△
×

×

×
　
×

輪
島
弾
帯
場
原
崎
屋
華
華
原
堀
原
町
下
　
工
寺
寺
塔
場
行
戸
蝉
茸
筋
摂
匠
差
具
敷

灘
義
馬
ケ
ケ
常
嘩
集
糞
欝
欝
山
番
p
轟

内
東
西
観
下
灘
石
藁
．
円
盤
下
埋
上
尾
藪
　
内
中
元
下
外
御
江
上
水
三
彦
鷹
漏
潤
砿
上
．

㎜
1
2
　
3
4
、
5
6
7
8
9
鐙
　
鴛
1
2
　
1
3
1
4
！
5
1
6
　
1
7
鴛
1
9
　
2
0
　
　
　
2
！
　
廻

｛

⑱　70％以上

△　10％以上
0　50％以上
×　10％以下

、魚　　30％以」二
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勲
増
封
に
伴
っ
て
黒
し
く
抱
え
た
昆
軽
組
屋
敷
を
周
辺
部
に
懸
置
す
る
ぐ
蕉
保
年

、
代
に
入
る
と
、
高
富
宿
に
通
ず
る
街
道
に
沿
い
街
村
状
の
無
町
の
麩
展
を
み
る

　
一
方
、
城
の
茜
［
北
部
の
低
湿
地
を
埋
立
て
、
か
な
り
広
範
な
武
家
屋
敷
が
形
成

さ
れ
て
行
っ
た
誇

　
　
〔
第
7
表
〕

、
慶
長
八
年

　
　
　
九
年

　
　
　
一
一
年

同
年
間

元
和
　
二
年

　
　
　
三
年

　
　
　
八
年

寛
永
六
年

　
　
一
三
年

　
　
一
八
年

　
　
一
九
年

正
保
元
年

　
　
　
コ
年

承
応
　
二
年

寛
文
年
中

万
治
～
延
宝

元
禄
年
代

築
城
起
工
。

豊
丸
成
る
。
町
屋
本
町
．
よ
り
割
始
め
る
。

塞
丸
・
天
守
成
る
。

第
工
郭
成
る
。
足
軽
中
籔
組
屋
敷
設
羅
。

築
城
を
つ
づ
く
．
、

川
原
隣
裏
に
足
軽
組
八
組
。

御
城
廻
石
垣
高
塀
出
門
過
半
出
来
、
士
罠
の
邸
宅
略
々
完

威
，足
軽
の
切
趨
下
組
・
中
組
・
大
雲
寺
紬
蕎
設
。

江
戸
町
出
来
。

善
利
薪
町
萩
立
。

西
中
島
埋
立
て
土
分
邸
成
る
．
、

警
利
中
町
・
大
橋
町
・
岡
町
・
沼
波
町
薪
立
。

西
ヶ
原
片
町
諸
町
・
北
野
寺
裏
町
・
下
馬
場
・
観
音
堂
筋
・

江
戸
町
士
屋
敷
出
来
．
、

松
原
村
下
田
を
埋
立
て
水
主
町
成
る
。

三
の
噴
石
項
綴
来
．
、

円
常
寺
町
出
叢
．
、

鮮
血
屋
敷
出
築
．
、

城
下
町
の
入
口
構
成
（
矢
守
）

⑦
＊
1
…
－
「
今
黒
熱
御
家
中
分
限
帳
」
（
中
茸
雲
ヨ
唄
彦
帳
市
女
」
稿
不

｝
鼻
⊥
T
冊
所
収
）
　
よ
り
塾
則
鵡
．
、
他
に
、
　
昆
軽
巴
蛾
一
山
ハ
、
　
捕
W
符
粥
琳
一
　
一
∩
×
　
足
個
糠

五
〇
〇
、
申
聞
隣
○
○
、
脚
挨
持
坂
隠
居
衆
二
二
、
碑
女
房
衆
下
女
致
ハ
三
四
。

＊
2
…
北
村
寿
四
郊
「
彦
鍛
市
・
小
話
」
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
腿
長
一
二
年
一
〇
〇

〇
石
以
上
二
五
人
、
三
〇
〇
石
以
上
七
二
人
、
五
〇
石
以
上
一
九
七
人
で
あ
る
．
．

元
和
元
年
に
五
〇
暦
以
上
二
八
○
騎
と
み
え
る
．
、
な
お
伺
箸
者
「
六
籍
温
筆

録
」
に
は
、
冬
の
陣
の
従
軍
匿
穴
五
｛
（
内
、
馬
車
一
三
五
六
）
、
夏
の
陣
の

従
軍
五
五
七
〇
と
あ
る
．
．
　
＊
3
…
…
滋
賀
鼎
史
巻
上
℃
・
器
悼
＊
4
…
－

前
掲
「
彦
根
温
吉
録
。
」
　
　
②
「
彦
帳
藩
大
漏
弁
財
天
紀
賞
金
寄
進
名
簿
」

（
井
卿
家
蔵
）
に
よ
り
一
例
を
表
承
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
と
・
…
暑
無
ζ
硫
ぷ
擬
島
｝
ご
ま
〉
　
〉
　
・
｝
W

　
　
　
　
　
瓢
　
　
　
　
二
　
　
　
灘
㊦

戯
蕪
葺　
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黙

彊L乏
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疑＿
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特襟漆
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蹄嘱

　e蕊一メ
叢戯s

鍵
難
　
糞
理
Q
。
。
毒
。
　
藁
遺
漏
畷
一
。
3
兜
爺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
／
、
　
　
　
　
　
，
．
f
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
じ
ご

獣
時同
O
⑦

ト3

ﾁ

③
要
は
譜
代
家
巣
の
多
寡
に
よ
る
。

「
彦
根
藩
士
族
卒
族
人
員
俸
禄
調
書
し

（
彦
．
根
市
立
図
嘗
館
蔵
）
に
よ
り
一

戸
平
均
を
算
捜
す
れ
ば
下
表
．
．

①
前
掲
◎
文
嘗
の
七
十
人
置
及
び
伊

賀
衆
組
九
Ω
戸
の
平
均
．
、
　
⑤
阿
じ

く
足
献
糎
一
識
ん
綴
山
ハ
七
八
一
月
に
r
つ
い
て

算
幽
．
．
④
衝
掲
③
に
よ
る
、
、
⑦

更
に
武
家
入
口
に
は
江
戸
詰
の
五
〇

　　　　　　　その嬉く：fSft

諄醤拳こ蓄え葺ξ一　　，　一‘

防 熱
高縁

，r

唐刀@g2rt
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6・蟹17・7

3．5

0
2

es

6．O

l

eg
ユ．5，

鵬00石以」二1
5000石〃…

3000石〃
2000石〃
1GOO贋〃
900石ノt

800石〃
7GO石〃

9“1

2S
艮．6
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城
下
町
の
人
口
櫛
成
（
’
　
、
）

○
○
人
（
滋
賀
嚥
史
論
三
7
9
N
O
卜
。
O
）
が
煎
わ
る
。
　
⑨
下
村
富
士
男
「
近

世
都
市
の
身
分
瀦
人
口
鑓
、
成
に
就
て
」
（
祉
会
経
済
農
学
三
ノ
九
同
）
為
O
C
以
下
）
。

⑨
「
鼎
潜
制
一
覧
」
　
下
巻
℃
・
一
↓
b
σ
「
彦
帳
藩
」
　
に
よ
れ
一
ば
ト
山
歴
守
五
五
〇
み
ハ
ゐ
ハ

（
内
、
　
男
二
四
一
二
）
、
下
二
士
一
五
四
二
　
（
内
、
　
肺
労
七
〇
五
）
、
本
山
ハ
閃
［
九
m
開

（
内
、
男
三
一
二
六
）
。
　
な
お
同
一
魔
に
よ
り
、
　
一
薄
内
の
身
分
別
人
口
簿

成
を
出
し
、
こ
れ
を
他
薄
の
例
（
土
羅
喬
雄
「
明
泊
初
年
の
人
口
縫
、
灰
に
関

す
る
｝
考
察
し
社
会
経
済
史
学
｝
ノ
　
マ
峯
癖
以
下
）
と
対
比
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
同
一
覧
は
下
野
・
武
蔵
の
蕪
嶺
を
も
含
め
た
数
値
で
あ
り
、

且
つ
城
下
入
口
を
別
記
し
て
い
な
い
。
　
　
⑩
北
村
寿
四
郎
婁
託
保
管
資
料

一
〇
ビ
（
彦
根
緊
緊
図
雷
撃
蔵
）
。
　
　
⑪
②
⑬
前
掲
③
よ
η
計
墨
．
、
な
お
足
軽

組
は
三
浦
弥
三
隊
・
中
居
忠
蔵
隊
を
採
っ
た
。
　
⑭
「
．
貞
享
呉
譜
」
（
井
伊
家

蔵
）
よ
”
計
帳
。
表
示
の
他
、
武
役
席
で
は
田
向
・
畏
門
・
筑
前
・
肥
後
・

研
予
。
加
賀
・
周
防
等
が
あ
る
．
、
　
⑮
「
御
城
下
町
旧
家
有
増
由
繕
躍
響
」

（
彦
根
市
立
図
書
館
蔵
写
本
）
。
　
⑯
「
御
家
中
衆
分
限
居
町
以
呂
波
附
帳
」

（
同
上
蔵
）
に
よ
る
。
弊
習
中
、
　
「
中
小
姓
」
と
は
義
心
席
の
嗣
子
、
　
「
騎

馬
歩
行
」
と
は
平
冠
の
子
弟
で
あ
る
。
斉
町
の
頭
に
附
し
た
数
字
は
挿
図
中

の
夫
れ
で
、
そ
の
位
置
を
示
す
。
他
の
城
下
町
の
例
、
た
と
え
ば
「
大
垣
論
頃

史
」
中
巻
、
唱
・
Q
O
Φ
。
　
　
⑰
尤
文
尤
館
－
の
家
並
鰯
凶
に
「
禰
姑
延
工
年
家
並
＃
肩
分
”
限

帳
」
（
彦
根
市
立
図
書
館
蔵
）
の
禄
高
を
記
入
。
な
お
町
名
と
居
住
者
の
身

分
・
職
轟
箏
と
の
麟
脚
係
等
も
断
…
に
語
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
消
息
は
当
城
下
に
お

い
て
も
嗣
断
で
あ
れ
ば
悉
く
省
く
。
　
⑱
中
村
不
能
斎
「
彦
根
廊
肉
来
詑
」
、

北
村
寿
四
郎
「
彦
根
温
古
録
」
「
彦
根
轡
口
移
」
、
前
掲
①
市
皮
稿
本
第
二
十

三
偲
、
土
屋
純
「
・
城
戸
久
「
近
江
彦
根
城
天
守
建
築
考
」
　
（
建
築
学
会
二

七
〇

交
集
電
9
号
）
締
静
に
よ
U
作
　
製
ひ
同
表
中
の
地
名
・
町
名
に
つ
い
て
は
匿
・
謬

落
。
　
⑲
「
直
孝
代
二
等
鼠
の
鶴
普
諺
之
節
よ
η
中
土
手
中
堀
嵐
来
て
内
町

外
町
の
滋
絋
別
立
タ
リ
」
　
（
長
谷
川
轟
久
　
署
。
晶
削
壁
①
請
取
）
、
．
「
内
町
の
縮
」
き
は

年
貢
も
運
上
も
掛
ら
ず
、
外
町
は
軒
下
年
貢
位
」
Ω
剛
掲
北
村
「
彦
振
暦
日

史
b
　
と
い
う
区
別
が
あ
っ
た
。
石
川
恒
太
郎
「
延
岡
城
下
町
の
建
設
欝
画

に
つ
い
て
」
　
（
社
A
黙
快
眠
済
・
異
轡
ず
五
ノ
　
一
　
一
　
℃
。
¢
刈
）
で
は
町
割
の
形
態
に
よ

っ
て
後
代
の
附
加
地
域
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
。
彦
根
城
下
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
ま
「
公
儀
碑
鶴
間
獅
殺
人
御
見
分
朝
鮮
人
案
内
」
　
（
前
掲
市
史
稿
本
第
五

一
所
取
）
に
み
え
る
昏
町
の
道
路
蠣
員
を
比
較
す
る
と
き
、
本
町
（
逆
撃
五

尺
）
、
伝
馬
町
（
二
問
二
尺
八
寸
）
の
如
く
、
主
一
災
街
で
も
内
町
は
概
し
て

狭
く
、
豊
町
は
禰
向
町
（
三
間
二
尺
）
、
　
垣
原
町
　
（
三
闘
五
尺
）
　
と
鷹
く
な

っ
て
い
る
．
、
か
か
る
占
酷
か
ら
も
肉
一
町
と
巻
町
の
成
立
年
代
に
縣
一
群
あ
る
を
思

わ
し
め
る
．
、
　
⑳
創
築
の
と
き
十
八
万
石
、
　
元
和
二
年
二
十
万
石
、
岡
三

年
二
十
五
万
石
、
　
寛
永
十
年
に
は
三
十
万
石
（
「
井
伊
年
譜
」
彦
根
騒
書
館

蔵
）
．
、
　
　
⑳
し
た
が
っ
て
此
の
地
区
は
豪
粥
に
よ
る
湖
面
水
位
の
上
昇
に
際

し
、
　
勢
い
々
五
尺
～
七
尺
の
侵
水
詑
録
を
と
ど
め
る
。
　
（
北
　
村
「
彦
根
昼
過

録
b
、

x
　
町
屋
と
町
方
入
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
a
，
一
　
町
方
の
人
口
・
戸
数
第
8
表
の
如
し
．
、
武
家
入
口
と
の
対
比
は
前

章
で
試
み
た
が
、
明
治
二
年
近
江
に
お
け
る
藩
領
の
酉
姓
は
一
二
一
四
〇
〇
軒
（
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

進
場
二
六
〇
）
、
　
一
三
〇
八
三
三
人
、
戸
数
に
お
い
て
一
〇
・
一
％
、
人
数
に

（　180　）



〔第　8　表〕

人 数i
釧女1計…芦数

lorsot）’

15675．

13162

27538

21，E　1

3099．

3tj26

6187

78ユ4：

7816’
　　　　　1

63301

132431

769／

7895

6822

14295

＊1．元禄8年
＊　2．　享和年［昔1

＊3．嘉永3年

＊4．明治2年
・ve　5．明治1ユ年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

げ
に
付
町
人
と
成
し
者
も
大
分
膚
之
」

　
　
　
　
⑤

家
引
取
給
ひ
」
し
こ
と
も
、
他
の
城
下
町
の
例
に
鑑
み
豪
然
推
し
う
る
と
こ
ろ

で
あ
り
三
説
に
石
田
家
之
時
佐
和
山
に
本
町
と
西
町
在
彦
根
江
御
引
被
遊
今

　
　
　
　
⑦

の
本
町
是
也
」
と
同
様
の
こ
と
は
、
石
ヶ
崎
町
そ
の
他
に
つ
い
て
同
類
の
諸
記

　
　
　
　
　
　
⑨

録
に
璽
々
散
見
す
る
。

　
以
上
の
他
、
つ
ぎ
の
ケ
ー
ス
も
多
い
σ
で
あ
る
一
…
「
八
百
各
藩
三
郎
講

者
は
上
州
箕
輪
よ
り
。
直
政
公
直
勝
公
江
御
用
を
承
り
し
者
の
由
賑
長
年
中
農

地
へ
御
引
越
之
煮
魚
供
し
て
来
り
し
人
と
い
ふ
、
、
御
地
割
拝
領
の
内
也
．
、
古
き

　
　
　
城
下
町
の
入
欝
構
成
（
矢
守
）

　
お
い
て
九
・
二
％
の
城
下
集
中
率
と

　
な
る
。
　
こ
の
場
合
、
　
周
辺
農
村
よ

り
城
下
へ
の
人
口
移
動
を
数
的
に
述

　
　
　
③

　
べ
る
こ
と
は
、
い
ま
の
資
料
を
も
つ

　
て
し
て
は
難
し
い
。
先
に
引
用
の
文

書
は
、
佐
々
木
・
浅
井
。
石
田
氏
の

残
党
の
申
に
も
、
新
城
下
に
地
割
を

拝
領
し
た
者
の
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
種
、
昔
語
り

　
の
類
い
と
あ
れ
ば
こ
と
欠
か
ぬ
i

　
「
御
城
下
と
成
し
分
は
田
畑
御
取
上

の
如
き
で
あ
る
。
　
「
古
城
よ
り
大
部
町

　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

者
故
今
に
御
絹
を
勤
む
由
」
、
、
な
お
「
連
雀
町
の
称
は
彦
摂
を
西
端
と
し
て
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
．

方
の
城
下
に
於
．
て
の
み
之
を
癸
濁
し
得
る
」
の
は
何
故
か
．
、
「
近
舞
城
下
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

建
設
年
代
に
は
既
に
衰
退
過
程
に
入
つ
」
て
い
た
に
竜
掬
ら
ず
、
近
世
城
下
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

根
に
連
雀
町
の
存
す
る
因
は
、
箕
輪
↓
高
崎
↓
彦
根
と
、
井
掛
氏
に
従
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
5
．
、

　
以
上
要
約
す
れ
ば
、
（
A
）
城
下
成
立
以
前
の
当
地
の
村
民
　
（
β
）
石
田
家
佐

和
山
城
下
町
よ
り
移
転
の
者
、
（
C
）
井
伊
氏
に
従
っ
て
箕
輪
・
高
騰
よ
り
移
転

の
者
、
の
三
者
が
籍
城
下
の
主
た
る
構
成
貴
で
あ
っ
た
．
、
右
の
傾
向
の
証
左
と

　
　
　
　
⑧

し
て
第
9
表
を
援
用
し
て
も
灯
な
り
で
あ
ろ
5
。
彦
根
藩
に
お
い
て
も
農
昆
の

転
住
を
禁
じ
、
或
は
奉
公
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

三
種
の
制
限
を
撫
え
た
こ
と
は

他
藩
の
場
合
と
一
般
で
あ
る
が
、

元
禄
八
年
に
は
後
述
の
如
く
彩

し
い
奉
公
人
の
遜
生
を
み
る
の

で
あ
る
。
前
表
に
み
る
末
寺
・

掛
所
の
「
出
張
」
は
、
犬
上
・

こ第9表〕

7ケ寺
　　5

　ユ！

9
　
　
り
鵡
　
1
　
　
6
　
　
7
　
　
4
轟

遠州・上州→

佐和Pt．1城下一・

坂田郡

犬上郡

毒矢§郡

蒲生i郡

薪

三

一y

一

一〉

．一ｩ

その他、不明

坂
田
郷
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
農
村
人
口
の
城
下
流
入
を
も
の
が
た
る
も
の
と

解
し
得
よ
う
。

　
b
一
…
－
　
「
歴
長
九
年
氏
家
之
地
割
稲
済
て
町
家
へ
割
渡
せ
る
時
本
町
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一

（　181　）



　
　
械
下
町
の
人
口
構
虞
（
矢
守
）

　
⑲

捌
始
り
」
、
　
町
匿
の
5
ち
「
本
町
・
四
十
九
町
・
川
原
町
。
彦
根
洋
書
町
を
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

摂
の
四
手
と
名
付
ヶ
親
町
」
と
し
た
。
同
一
職
業
集
団
に
よ
る
居
往
区
の
形
成

一
当
城
下
に
お
い
て
も
例
え
ば
元
禄
八
年
、
鍛
冶
屋
町
の
職
業
構
成
を
み
る

に
、
全
二
五
軒
中
、
鍛
冶
職
二
〇
軒
そ
の
他
五
軒
。
内
大
工
乱
筆
五
六
上
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

大
工
一
ご
一
、
木
挽
七
。
ま
た
上
魚
匿
町
九
一
軒
中
、
角
屋
は
五
｝
三
戸
で
あ
る
。

〔第10表〕1

伝馬町
ユ
　

硅

6
　
4
　
8
　
3
　
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

職
人
町
で
は
概
し
て
霜
の
如
き
高
い
集
団
度
を
保
持
し
て
い
る
が
、
商
業
部
門

　
　
　
　
　
　
⑪

で
は
画
歴
の
如
き
特
殊
例
を
の
ぞ
き
、
当
初
の
屠
住
塊
に
よ
る
職
業
統
制
は
乱

　
　
　
⑨

れ
て
き
て
い
る
。
或
は
（
殊
に
倉
町
に
お
い
て
は
）
最
初
か
ら
諸
種
の
店
舗
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

雑
屠
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
第
1
0
表
）
。

　
　
　
　
⑳

c
－
　
第
n
表
を
承
っ
て
家
族
構
成
ウ
窺
弓
一
例
と
す
る
。
ま
た
昏
町
の
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

19

[
ユ
ー
2
2
1

屋
蟻
形
屋
労
傘
屋
屋
屋

ご
口

羽

問
馬
馬
か
面
罵
葉
塩
合

平
屋
屋
屋
屋

こ
　
　
綿
子
木

ば
た
米
木
菓
割

　
屋
田
屋
工

　
せ
珊
か
手
紙
大

冊
・
…

肝
賑
摩
羅
冶

　
7
　
孝

　
　
　
　
暇

　
道
男
木
小
鍛

　
屋
屋
屋
下
屋
屋

p
ぶ
蜘
臭
椀

璋
桶
つ
仕
香
茶
茶

各
・
・
・
…

肝　
屋
零
屋
屋
三
論
屋

　
　
　
　
　
　
　
い
ア
ら

　
物
　
　
　
　
け

　
檜
黒
革
秤
酒
薬
あ

…
3
9
6

霞
み
し

　
の
な

…
　
入

…
．
ぎ

｝
後
魔
職

　

4
　
　
面
隠
富
屋
　
　
屋
墜
屋
者
屋
1
3
1
2
2
1
4

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
く

剛
軒
落
　
　
腎
根
彊
　
家
門
し
明

　
ワ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
母
屋
蒲
ろ
医
茶
　
　
　
な

　
、
昏
古
刺
面
板

構
成
は
第
1
2
表
A
欄
の

如
く
、
奉
公
人
率
二
〇

％
を
示
す
町
で
は
男
子

入
q
が
多
い
が
、
全
城

下
に
つ
い
て
は
既
出
第

8
表
に
み
た
脚
う
に
・

当
町
で
は
城
下
町
特
有

　
㊤
の
現
象
と
い
う
も
の
を

見
出
し
得
な
い
っ
第
n

表
お
欄
は
多
く
の
奉
公

入
の
存
在
を
示
し
て
居

る
．
、
後
に
註
記
す
る
天

保
の
株
仲
閥
の
申
に
は
・

「
他
国
憲
・
・
公
人
戴
脚
賢
」

（　182　）

〔第10表〕

川　　原

豆

町

34

ﾆ
1
6
1
17
7
7
6
6
5
4

屋
屋
藁
屋
屋
屋
屋
屋
匿
山
屋
工
」

こ
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
子
　
せ
　
　
　
綿
腐

ば
　
　
　
　
　
　
　
間

た
油
蝉
野
塩
か
紺
小
紙
木
篁
大



城
下
町
の
入
口
櫛
成
（
矢
守
）

働
者
・
浮
浪
人
に
猷
落
し
た
露

獄
L
云
々
と
の
藩
令
を
記
し
て

い
る
。
等
彼
が
遂
に
は
臼
傭
労

暇
ヲ
遺
シ
以
後
一
切
三
山
聞

其
渡
世
不
相
応
之
下
男
下
女
等

之
、
甚
以
心
得
違
之
二
二
候
、

等
召
仕
砦
修
増
長
富
者
多
分
有

「
魏
母
奉
公
入
口
λ
」
の
如
き

を
見
齢
す
こ
と
が
で
き
、
伝
焉

⑪町
交
書
の
一
に
は
「
町
屋
ニ
テ

（
酪
）
身
分
二
不
応
下
男
下
女

む一
彦

12第〔
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⑳

は
も
は
や
幾
度
も
述
べ
ら
れ
た
が
、
当
習
城
下
に
お
い
て
も
、
　
「
彦
根
｛
部
史
」
請
欄

却
差
の
如
厚
禄
＝
舞
記
録
を
み
込
・
雲
当
年
姜
値
・
纂
繁
吋

分
よ
り
城
下
に
新
乞
食
多
出
、
当
年
ハ
弥
多
罷
鐵
候
二
付
」
調
査
さ
せ
た
と
こ

ろ
「
有
増
之
人
数
五
百
人
余
も
有
之
冒
、
細
々
吟
昧
も
逐
候
一
隅
縄
入
斗
も
可

膚
之
裁
の
由
」
ま
た
「
城
下
款
乞
食
共
（
略
）
此
上
弥
縫
高
直
二
成
候
ハ
・
餓

死
も
可
有
之
様
二
被
存
留
」
「
施
行
又
ハ
渇
米
申
付
候
ハ
・
村
々
よ
り
承
次
第

か
つ
へ
に
不
平
磯
ほ
と
の
も
の
、
叉
城
下
借
家
等
に
既
報
候
一
日
暮
し
獣
心
者

・
も
多
く
出
」
郷
中
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
こ
の
繕
…
捨
て
お
い
て
は
つ
公
儀
押
上

之
聞
，
へ
不
宜
纂
血
判
闘
施
行
渇
望
」
の
社
会
政
策
を
実
施
す
る
の
で
あ
る
．
爾

後
も
幕
末
に
至
る
聞
、
数
度
の
飢
饅
に
際
し
で
、
都
市
細
星
に
対
す
る
救
米
の
記

　
　
　
⑳

録
を
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
δ
i
－
i
第
鷺
表
C
欄
に
は
全
戸
数
の
六
割
以
上
に
の
ぼ
る
借
屋
を
数
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
が
、
草
創
期
の
城
下
は
な
お
閑
散
と
し
て
い
た
。
i
一
「
直
政
公
爵
孝
公

御
両
公
の
御
代
は
田
畑
は
云
二
不
及
御
城
下
迄
本
所
々
荒
地
多
く
し
て
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

如
く
立
詰
り
し
家
並
に
あ
ら
ず
。
．
」
…
－
佐
和
山
羊
代
の
勢
家
で
あ
る
青
根
孫
虚

衛
門
は
、
真
先
に
御
地
割
拝
領
の
草
わ
け
で
あ
る
が
、
本
町
．
に
「
南
角
よ
り
北

之
園
片
原
泡
表
口
凡
四
十
四
聞
斗
、
裏
行
片
原
に
て
凡
そ
二
十
閥
三
尺
、
南
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

方
に
ギ
扁
軍
訳
行
二
志
－
一
二
田
岡
五
門
尺
山
八
寸
」
と
い
・
づ
広
大
な
禰
穂
張
り
を
蕊
ζ
兄
ら
れ
義
凡
、
．

而
し
て
元
禄
八
年
、
青
根
氏
の
末
憂
は
実
に
四
六
軒
の
借
家
の
家
主
と
な
っ
て

　
　
　
　
城
下
附
の
人
口
構
成
（
矢
守
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
、
．

　
e
l
－
　
ま
た
城
下
草
鯛
の
こ
ろ
の
町
匿
は
「
当
，
時
の
罵
宅
よ
り
み
る
時
は

小
屋
懸
の
類
な
り
、
其
中
に
も
至
て
構
は
ぬ
人
な
ど
は
片
屋
根
に
て
暮
せ
し
人

⑭有
」
と
い
5
状
態
で
あ
っ
た
．
．
郡
市
生
活
は
生
長
し
た
。
幕
末
の
藩
の
検
挙
令

の
一
節
に
曰
く
「
裏
に
離
座
下
取
建
客
ヲ
講
酒
肴
為
取
難
中
ニ
ハ
三
昧
線
杯
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

用
イ
叉
ハ
女
子
共
二
為
舞
醤
蝦
も
有
之
裁
に
絹
聞
江
、
当
振
時
節
柄
も
不
相
弁
」

云
々
。
先
に
は
江
戸
中
期
以
降
幕
末
に
か
け
て
の
郡
市
細
民
の
増
大
を
い
っ
た

一
都
市
祉
会
に
お
け
る
階
層
分
化
の
進
展
で
あ
る
．
、
「
元
禄
・
享
保
時
代
を

鰭
と
し
て
近
世
封
建
社
会
は
発
き
一
な
転
回
を
す
る
．
、
そ
れ
は
都
市
一
・
市
艮
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
近
世
封
建
制
に
対
す
る
勝
，
利
の
確
立
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
」
　
宝
暦
六
年
、

藩
士
七
六
入
が
浦
慌
刊
し
て
八
九
〇
〇
両
の
高
利
借
金
を
返
済
す
べ
く
舞
借
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
藩
に
窯
変
で
、
連
判
徒
党
を
法
度
に
と
わ
れ
て
追
放
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。

薄
給
の
足
軽
以
下
技
持
人
は
、
子
弟
を
齋
公
入
に
呈
し
、
内
職
を
な
し
辛
く
も

　
　
　
　
　
㊦

生
計
を
支
え
た
．
、
藩
財
政
の
窮
乏
も
潔
刻
な
事
態
と
な
り
、
文
久
二
年
、
藩
会

計
は
領
内
郷
町
・
大
坂
・
京
・
大
津
・
江
戸
表
に
お
い
て
計
八
三
四
三
六
両
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

借
財
を
な
し
、
九
九
五
九
七
両
の
券
字
を
艶
録
し
て
い
る
。

　
ひ
と
り
町
方
の
上
膚
階
級
が
繁
ハ
陣
し
た
。
領
主
経
済
の
窮
追
は
、
御
隠
金
。

御
調
平
金
の
名
目
を
も
つ
て
町
人
か
ら
の
借
財
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
　
「
桜
田
．

事
変
に
付
」
謂
相
州
御
緩
講
説
闘
め
に
付
」
等
々
、
窺
「
．
蕪
に
「
御
影
金
」
が
粗
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

（　185　）



　
　
　
搬
下
町
の
人
欝
物
成
（
矢
守
）

　
　
　
⑯

い
で
い
る
．
、
上
し
て
こ
の
際
、
御
罵
金
の
分
．
担
額
は
当
然
、
貧
冨
の
覆
に
応
じ

て
用
命
を
う
け
た
。
例
え
ば
安
政
三
年
「
京
都
御
所
御
守
護
御
造
嘗
御
手
伝
獅

熔
金
」
五
八
○
○
○
爾
の
中
、
彦
摂
城
下
の
町
屋
に
は
工
○
O
O
O
両
が
割
当

で、

轤
黶
A
う
ち
一
一
五
七
〇
両
は
「
別
上
げ
」
三
二
八
入
が
分
担
し
、
残
余
の

八
四
三
〇
両
を
叡
持
一
九
〇
二
軒
が
五
等
級
を
つ
け
て
調
達
し
、
三
〇
〇
両
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

三
二
八
軽
の
借
歴
が
分
担
し
た
．
、
「
別
上
げ
」
が
即
ち
上
麟
階
級
で
、
筆
．
頭
は

一
人
で
五
〇
〇
澗
を
用
立
て
て
い
る
。
か
か
る
町
方
の
嘉
暦
が
、
そ
の
居
住
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
考
察
せ
ん
と
し
た
の
が
、
輔
弟
二
三
D
欄
で
あ
る
．
、

灘
公
人
率
三
九
％
の
通
り
町
が
最
高
の
富
裕
度
を
鋲
す
の
を
始
め
と
し
て
、
両

者
は
ほ
ぼ
一
致
を
み
た
．
、
な
お
借
匿
率
の
高
さ
と
察
裕
度
の
低
さ
も
賂
々
粗
開

連
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
表
通
り
の
富
裕
な
る
商
家
と
、
裏
町
の
借
屋
を
こ
め

て
一
．
町
を
単
位
と
し
て
あ
る
か
ら
、
釈
然
た
る
数
値
は
当
然
の
ぞ
み
得
な
い
。

　
①
弊
！
…
「
彦
根
藩
大
洞
弁
財
天
疏
堂
金
寄
進
嶺
簿
」
（
井
伊
家
蔵
）
に
よ
る
．
、

　
大
噛
輝
御
他
屋
一
三
四
入
を
含
む
．
、
他
に
三
三
ヶ
寺
七
四
一
人
っ
　
　
＊
2
：
・
中

　
川
寒
三
「
彦
根
市
史
」
稿
本
第
五
冊
所
収
「
公
儀
卿
分
間
御
役
入
御
見
分
朝

　
鮮
人
案
内
」
◎
　
＊
3
…
藺
掲
「
市
史
」
稿
本
第
二
十
三
冊
．
、
　
＊
4
…
北
村

　
欝
四
郎
委
託
保
管
資
料
浅
け
　
（
彦
根
市
立
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
。
　
＊
5

　
…
関
町
直
大
郊
「
近
世
日
本
人
欝
の
研
究
」
剛
）
’
培
ρ
　
　
②
前
掲
①
＊
婆
。

　
下
野
「
。
武
蔵
の
櫓
潜
領
を
除
く
。
　
③
側
∵
凡
ば
田
雪
丸
・
堂
穴
「
人
口
碓
ド
動
　
か
ら
み
た

　
近
椎
の
都
市
と
村
落
」
（
堆
理
学
評
論
二
三
ノ
一
一
＝
・
．
口
賦
一
）
以
下
．
、
　
①
「
彦

　
摂
5
8
郷
往
古
聞
書
」
（
滋
賀
大
単
経
済
研
究
所
蔵
写
本
）
　
⑤
門
近
江
彦
帯
心

七
六

代
地
名
記
」
（
煎
掲
③
第
三
緻
辮
縦
）
．
、
　
④
小
野
均
「
近
世
城
下
町
の
研
究
」

ワ
ミ
以
下
さ
　
⑦
一
、
獅
城
下
町
国
家
有
三
塁
薪
聞
煮
」
（
彦
根
図
書
館
蕨
写

本
）
。
　
⑨
例
え
ば
「
花
居
婆
心
彦
根
慮
擦
絵
図
」
　
（
弥
伊
銀
蔵
）
ご
◎
前
掲

⑦
．
、
⑭
前
掲
⑥
剛
）
●
蕊
O
●
　
⑬
伊
東
弥
之
助
一
，
連
雀
町
・
連
雀
座
・
連
雀
商

人
」
　
（
三
三
学
会
雑
誌
三
九
ノ
六
ワ
呂
）
．
．
　
⑱
上
原
徳
「
城
下
町
転
稗
の

地
理
学
的
研
究
i
特
に
高
慢
に
つ
い
て
」
　
（
大
戸
地
理
学
熱
論
文
集
第
五
輯

困y

m3

O
刈
以
下
）
、
、
　
⑲
繭
掲
②
第
三
十
八
冊
そ
の
他
に
よ
り
寺
院
の
由
緒
由

来
を
検
一
丁
し
て
分
碧
羅
、
例
え
ば
「
坂
田
郡
↓
」
は
坂
田
郡
に
本
寺
を
二
つ
末

山守

E
義
挙
を
示
す
．
、
　
「
新
」
は
井
鰍
r
氏
及
び
そ
の
家
並
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
も
の
．
．
　
「
古
」
は
城
下
嵐
現
以
前
よ
り
当
地
に
あ
っ
た
も
の
及
び
夫
れ
を

再
立
し
た
も
の
．
、
城
下
町
建
設
は
、
　
「
其
時
の
奉
行
人
工
て
不
才
覚
の
人
に

て
有
や
不
仁
と
や
い
は
ん
、
往
古
－
，
“
り
名
高
嚢
宵
跡
其
他
神
社
仏
閣
迄
大
分

退
転
せ
し
事
あ
り
」
（
前
掲
①
）
と
徹
底
し
た
隅
景
観
の
破
壊
を
も
つ
て
開

始
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
か
か
る
多
数
の
寺
院
を
城
下
に
集
溶
せ
し
め
る
の
で

あ
る
。
　
　
⑭
例
え
ば
本
庄
栄
治
郎
「
蔵
本
人
口
史
」
ワ
謬
以
下
。
当
芸
で

も
「
郷
方
慶
元
寛
覚
書
」
（
滋
賀
県
黛
巻
五
｛
）
■
、
δ
O
）
、
　
⑬
前
掲
⑦
。

⑭
そ
の
他
、
行
四
政
抽
聞
落
に
つ
い
て
は
い
ま
は
省
潔
し
た
い
。
　
⑩
繭
隅
掲
①
寧

ヱ
に
よ
る
。
　
⑱
小
野
晃
嗣
「
近
世
都
市
の
溌
達
」
　
（
岩
波
講
座
や
。
。
㏄
）
。

⑲
油
履
町
四
七
軒
中
、
轡
屋
は
僅
か
二
軒
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
揚
合
は
瀬
屋

が
町
代
を
勤
め
て
い
る
程
の
勢
家
ゆ
え
、
斯
く
名
付
一
け
ら
れ
た
竜
の
と
解
さ

れ
る
．
．
町
名
の
詠
に
よ
っ
て
毒
を
推
す
べ
竃
で
ψ
．
依
い
．
、
　
⑳
元
禄
八
年
、
凶
溺

怨
①
穴
…
洞
弁
財
天
記
録
よ
U
計
串
ぐ
競
下
を
楽
嬰
街
遣
と
一
差
絡
さ
せ
る
こ
と

ハ
大
類
伸
「
披
凱
W
之
研
究
」
一
）
町
H
①
G
c
）
は
彦
根
の
揚
合
も
然
η
で
、
申
山
脚
漁
高
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宮
と
鳥
居
本
間
に
一
麦
駅
と
し
て
伝
馬
町
を
お
い
た
．
同
表
戸
、
七
号
の
み

を
記
す
も
の
に
は
宿
馬
も
多
か
ろ
う
と
携
察
す
る
。
　
「
馬
医
」
ま
で
あ
っ
て

癩
何
に
も
豊
玉
ら
し
い
。
な
お
、
本
節
に
闘
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
都
市
商

工
撒
張
の
ギ
ル
劉
登
臨
国
成
、
そ
の
独
レ
主
構
［
能
の
螂
朋
壊
警
に
つ
い
て
は
「
辮
…
記
」

に
あ
る
轟
く
他
日
、
稿
を
改
め
た
い
。
こ
こ
に
一
端
を
窺
え
ば
「
天
保
＋
滋

年
五
浦
御
当
町
二
而
諸
橡
奮
闘
等
三
身
何
々
と
申
事
取
調
」
ら
れ
た
瞥
串
書

（
前
掲
⑨
所
収
新
楽
文
書
）
に
御
作
事
方
K
属
す
る
も
の
大
工
職
以
下
一
三

橡
、
御
菰
“
諮
…
耐
力
。
御
船
方
に
昏
々
一
繰
…
、
そ
の
他
、
困
騨
座
会
所
…
に
所
属
一
す
る

絞
湘
縫
な
ど
一
五
株
を
み
る
。
　
⑳
⑳
前
掲
①
弁
財
天
記
録
よ
り
。
　
⑳
豊

田
武
「
日
本
の
封
建
都
市
」
7
一
q
O
Q
．
　
　
⑳
晶
別
襯
悔
②
市
史
稿
本
第
十
六
冊
所

収
。
　
⑳
例
え
ば
前
掲
⑬
や
刈
0
。
以
下
。
　
⑳
前
掲
②
第
二
十
謀
冊
所
取
「
三

浦
文
書
」
。
　
⑰
北
村
寿
圏
郎
「
彦
根
温
古
録
」
。
　
⑱
鋸
永
三
年
は
前
掲
①

曇
3
。
⑳
前
掲
⑱
7
謎
に
掲
げ
る
他
城
下
に
比
し
か
な
矧
高
率
で
あ
る

と
い
え
る
。
⑳
例
え
ば
小
葉
顕
亮
眉
城
下
町
景
観
」
（
地
運
論
叢
第
七

輯
マ
Q
◎
恥
～
Q
O
9
1
　
⑳
前
掲
④
。
　
⑫
「
青
短
孫
左
衛
門
記
録
」
前
掲
②
断
編
。

⑳
前
掲
①
弁
財
天
記
録
。
　
⑭
前
掲
④
。
　
㊥
「
伝
馬
町
交
聲
レ
葡
掲
②
所
収
。

⑳
原
購
伴
彦
「
都
市
の
発
展
」
　
（
封
建
祉
会
の
構
造
分
析
所
収
囲
、
い
ご
邸
）

（
㈱
「
彦
緩
い
藩
士
七
十
六
人
追
口
以
綿
川
止
始
末
し
（
彦
根
市
二
三
轡
三
蔵
写
本
）
凶
剛

掲
第
7
表
宋
尾
に
み
え
る
上
新
羅
敷
は
、
元
禄
年
問
に
至
っ
て
帰
参
を
許
さ

れ
た
彼
簸
・
の
た
め
に
漸
設
じ
た
も
の
で
あ
る
○
　
⑱
女
子
は
苧
を
う
み
総
を

伶
り
、
男
は
刀
の
柄
巻
・
刀
の
鞘
ぬ
り
・
簸
細
工
・
本
読
み
な
ど
（
北
村
寿

四
郎
「
彦
根
温
古
録
」
。
　
⑳
⑩
前
掲
⑨
市
史
稿
本
第
二
＋
一
冊
。
文
久
二

年
桜
畷
変
に
附
＋
万
贋
翔
減
さ
れ
薄
士
の
給
与
も
％
に
減
ぜ
ら
れ
、
翌
年
更

城
下
町
の
人
露
縫
成
（
矢
穿
）

に
％
に
割
ら
桝
た
、
、
　
⑪
北
村
「
彦
根
腎
口
史
」
，
　
②
安
政
四
年
、
御
用
金

溝
・
檬
…
倖
ド
惇
…
園
田
隠
子
榔
晴
蛋
旧
澱
…
び
0
濾
丁
雲
脚
と
し
て
一
戸
々
の
…
髭
儲
腕
状
離
欝
を
｝
納
殊
晶
し
て

山脚

ﾗ
押
駅
に
分
つ
た
．
、
岬
籍
艶
文
編
垣
（
瀞
躍
動
｛
串
典
稿
本
静
畢
二
幸
一
一
一
無
川
所
収
）
　
よ
り

算
出
．
、
「
下
々
の
考
」
は
戴
分
が
慕
永
㎜
…
輩
の
軒
徽
か
ら
六
階
議
の
総
計
を

差
引
い
た
数
を
、
　
（
ほ
ぼ
借
鰻
徽
に
近
い
）
該
御
用
金
調
達
運
鋤
の
対
募
に

な
り
得
な
い
細
民
と
み
た
の
で
あ
る
等
砲
黒
割
出
は
上
々
の
者
を
九
占
崩
、
上
の

出
佃
を
七
占
恥
、
以
下
一
筆
…
つ
つ
滅
｝
じ
下
の
出
佃
を
三
尊
舶
、
下
々
の
瀞
有
を
一
日
…
と
し

て
各
町
毎
2
戸
平
均
点
を
韻
し
、
蟻
二
六
・
○
○
の
「
通
り
超
し
を
一
〇

〇
と
し
た
指
数
で
あ
る
ご
橿
勢
を
推
す
K
は
こ
と
足
り
よ
う
．
、

　
附
翫
　
ほ
と
ん
ど
デ
ー
ダ
の
整
理
に
終
始
し
、
殊
に
維
薪
後
に
お
げ
る
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

城
下
町
の
変
魏
・
封
建
都
市
と
現
代
都
市
と
の
二
連
に
触
れ
え
ず
、
稿
を
了
え

る
こ
と
を
直
ゆ
る
。
い
霞
同
藩
内
の
商
工
轟
市
長
浜
町
と
比
鞍
ず
れ
ば
、
人
口

増
加
率
に
簑
わ
れ
た
そ
の
後
の
趨
勢
左
表
の
如
く
、
爾
者
間
に
明
確
な
年
鑑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

看
取
し
5
る
。
長
浜
町
は
、
城
下
町
た
る
こ
と
を
罷
め
た
江
戸
時
代
よ
り
既
に

濡
動
的
で
あ
っ
た
。
秀
吉
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
市
街
地
三
〇
〇
石
の
朱
御
地

の
特
権
は
遂
に
持
続
さ
れ
、
湖
北
の
養
蚕
瀧
帯
を
背
景
に
現
在
籍
た
に
縄
含
さ

れ
た
市
域
内
に
、
浜
糸
・
浜
絹
・
浜
綿
…
緬
。
浜
蚊
帳
・
ピ
皿
ー
デ
等
々
の
農
村
工

業
の
発
展
を
み
、
長
浜
町
は
彦
縦
藩
の
岡
産
奨
励
策
の
核
心
で
あ
り
「
同
旧
領

　
　
　
　
　
③

中
の
経
済
約
中
心
」
で
あ
っ
た
。

　
彦
根
町
は
野
鶏
の
如
く
、
明
治
三
〇
年
ま
で
は
入
口
減
少
の
一
途
を
辿
り
、

七
七
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獄
下
町
の
人
口
構
、
威
（
矢
守
）

（「

?
賀
察
統
計
書
」
に
よ
る
）

戸数｝入　口

慣輩嘩権浜
20．64〈ll　6．674

17．5611　8．152

19．5901　9．99．5

16．8791　10．2t－ls

］O．772

11330

20．012

21．969

エ．800

1．864

2．tlO6

2．165

2．166

2．399

tl．5！9

3．920r

3．595

3．399

3．096

3．668

明治エ6年

　　19年

　　24年

　　31年
　　の
　　34年

大正2年

漸
く
近
代
鄭
市
と
し
て
の
再
生
を
み
る

に
蚕
る
の
は
、
嘗
っ
て
武
家
屋
敷
増
築

の
た
め
に
埋
立
て
た
…
湖
悼
一
帯
の
低
湿

地
に
、
鐘
紡
・
近
江
絹
糸
等
々
の
近
代

的
繊
維
工
場
が
設
立
さ
れ
る
こ
ろ
か
ら
、

で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
経
済
構
造
が
両

町
の
将
来
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

環
在
、
彦
根
藩
の
経
済
地
理
と
し
て
研

究
申
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

別
に
報
告
し
た
い
。

　
お
わ
り
に
の
ぞ
み
御
指
導
賜
っ
た
織

田
教
授
・
藤
岡
教
授
、
貴
重
な
資
料
の
借
覧
を
許
さ
れ
種
々
御
教
示
頂
い
た
井

揮
家
、
井
耕
大
老
史
笑
研
究
会
末
松
修
氏
、
彦
根
図
書
館
長
西
田
集
平
氏
、
滋

賀
大
学
経
済
研
究
所
、
彦
綴
南
役
所
の
各
位
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

七
八

①
藤
筒
謙
二
郎
「
近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
変
親
し
（
史
罫
三
三
ノ
ニ

℃
■
α
G
c
以
下
）
、
小
葉
田
亮
「
眼
城
下
町
景
観
」
　
（
地
理
論
叢
第
七
輯
）
蟷
・
に

よ
り
、
こ
の
視
角
に
よ
る
当
該
彦
根
の
位
縫
づ
骨
も
試
み
ら
れ
て
い
る
．
り

⑨
藤
岡
教
授
の
分
類
に
従
え
ば
（
「
城
下
町
の
地
理
的
性
格
に
関
す
る
二
、

三
の
考
察
」
　
（
人
丈
地
理
特
集
暑
「
歴
史
地
理
学
の
諸
問
題
」
㍗
轟
◎
。
）
、
　
慶

長
五
年
以
後
の
城
下
町
で
あ
る
A
彦
根
に
対
し
、
長
浜
は
慶
長
以
前
に
廃
山

に
な
っ
た
B
に
一
編
す
る
。
従
っ
て
両
者
を
嗣
一
規
準
に
よ
っ
て
比
較
し
た

「
石
一
二
と
現
在
人
筒
の
傾
向
図
」
　
（
岡
、
ワ
心
0
）
は
、
紹
教
授
の
言
わ
れ
る
加
一

く
「
も
と
よ
u
科
学
的
な
意
味
は
竜
た
な
い
が
」
、
同
傾
尚
図
に
お
い
て
彦
根

が
最
末
席
に
近
い
発
展
度
し
か
示
さ
ぬ
に
対
し
、
長
浜
は
「
城
下
町
時
代
に

お
け
る
よ
り
も
よ
り
活
動
的
で
あ
る
」
と
の
意
味
を
も
つ
座
標
を
占
め
て
い

る
へ
、
　
③
滋
賀
県
史
実
三
鼎
．
O
b
っ
O
o
●
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